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対象システム

自転車シェアリング

地域内に複数のサイクルポートを設置し、どこでも自転車

を借りることができ、返却することができるシステム
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問題状況

需要と自転車数の不均衡

任意で自転車を貸し出したり返却が可能

⇒各駐輪場における自転車の利用数と返却数にバラツキ

⇒自転車数に偏りが生じ返却出来ないor利用出来ない

⇒サービスの利便性低下

借りれない
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分析目的とシナリオ

目的

各サイクルポートで利用可能な自転車の台数の最適化

状況シナリオ

・都心部

・地方都市（1つのポートの出車と帰還が多い）

施策シナリオ

・再配置（比例型・均等型）
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トラックによる自転車再配置

比例型

t期前の需要に合わせて
自転車を配置し直す

t期前の需要

A地点 B地点 C地点

均等型

各ポートの配置台数を初期
値に戻す

A地点 B地点 C地点
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定式化(1):ネットワークの仮定

各地点がお互いにネットワークで結ばれていると仮定する
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定式化(2):出発地選択

•
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定式化(3):目的地選択

•
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定式化(4):エージェントの動き
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定式化(5):再配置

•



デモ
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シミュレーション結果（都市）

都市型の場合の徒歩移動者数を以下に示す

結果、比例配分×50期毎が良い
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シミュレーション結果（地方）
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結果、定量で50期毎に配分することが良い

地方型の場合の徒歩移動者数を以下に示す



各状況における平均・標準偏差
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比例×50 比例×100 定量×50 定量×100

平均 8.5 11.2 6.5 9.9

標準偏差 3.6 2.2 2.7 2.1

比例×50 比例×100 定量×50 定量×100

平均 4.6 10.5 3.6 10.4

標準偏差 3.3 3.4 3.5 3.4

表1. 都市型

表2. 地方型



地方×定量×100期毎の外れ値
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定量の場合，需要の多いポート1に必要な自転車台車数が配置されずに
自転車が不足し，他のポートに自転車が滞留してしまう
（今回の場合だとポート5）

自
転
車
在
庫
数



結論

● 都市型は外れ値があるものの、自転車の再配置方法とし

ては比例配分×50期毎が良い

● 地方型はばらつきが小さく、徒歩移動者数が少なくなる

傾向の強い定量配分×50期毎が良い
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